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「eスポーツ実施の様子」
（P4に掲載）

中高生の地域貢献活動に助成をしています
フレイル予防事業を始めました 
ふくしの仕事へ、ウエルカム！
情報発信サイトがオープンしました
皆様の善意
賛助会員の皆様をご紹介します
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　本会では秋田県ヤクルト連合会様からの寄附金を活用し、より住みやすい地域をつ
くる活動に生徒も参加してもらうため、昨年度から助成を行っています。
ここでは、今年度採択した取組を紹介します。　

～中学生高校生地域貢献活動助成事業のご紹介～

中高生の地域貢献活動に助成をしています中高生の地域貢献活動に助成をしています

高校生の

声

高校生の

声

　高齢化が進む中、人とのつながりを持
つことは課題で、身近なところからの交
流に意義があると感じました。
　活動をより知ってもらい、よりたくさ
ん頼ってもらうように次の学年、世代に
伝えたいです。

助成決定額 ▶ 50,000 円
活 動 内 容▶６月に高校が主催した地域活性化イベント「大
　�町絆フェスティバル」にて、ひまわりの種まきを通じた

住民との交流を行いました。また、通町商店街の店舗や
高齢者宅の窓ふきを行ったほか、冬季は高齢者宅の除雪
にも取り組みました。

活動の成果
　・�ひまわりの花で街に彩りが生まれ、窓ふきと雪寄せで

街がきれいになり、地域の助けとなりました。
　・�普段は出会うことのない街の人との会話が生まれ、人

と人とのつながりができました。
　・�「ありがとう」の言葉でみんなが笑顔になり、関わった

人々がお互いに温かい気持ちになりました。

助成決定額 ▶ 50,000 円
活 動 内 容▶夏休み期間の小学生を対象とし、白杖を使っ
　�た歩行体験や点字体験を通じて視覚障害への理解を深め

る地域学習を行いました。また、学習会参加者へのお土
産として配布するラベンダーの香り袋を制作し、地元特
産品の活用による地域活性にも貢献しています。

活動の成果
　・�参加児童、高校生ともに視覚障害や点字についての興味、

関心を高めることができました。
　・�普段、高齢の方や障害のある方と関わる機会は多いも

のの、小学生と関わることは生徒にとって新鮮だった
ようで、積極的に声をかけたり手伝ってあげたりと交
流を楽しむ姿が見られました。

　私はこれまでの高校生活で小学生との
交流はあまりなく、今回の企画はとても新
鮮で楽しかったです。小学生に「教える」
「伝える」ことの難しさも学んだと思いま
す。参加してくれた小学生が「点字」に
興味を持ち、夏休みの自由研究の思い出
になってくれていたら嬉しいです。

この事業は、秋田県ヤクルト連合会の「福祉ヤクルト・愛の運動」の収益金を活用して行われています。

大町・通町の絆作りプロジェクト
クラーク記念国際高等学校秋田キャンパス

ふくしをしらべよう
～六郷高校で夏の自由研究をしませんか～

秋田県立六郷高等学校
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事　業　名 内　　容 学　校　名

「４つの柱」を中心とした地域ボランティア活動 学校周辺のゴミ拾い、アルミ缶回収、観光
地のゴミ拾い、除雪 仙北市立神代中学校

EAST 能代活性化プロジェクト 地域のガイド活動、ふるさとの特産品開発
と販売 能代市立能代東中学校

十和田魅力アッププロジェクト 大湯環状列石のガイド 鹿角市立十和田中学校

地域応援活動～みんな元気プロジェクト 町内や公共施設の花壇への植栽、店舗の
ワックスがけ、他校生徒との清掃交流 秋田県立ゆり支援学校

除草・除雪ボランティア 地域の除草、除雪 秋田県立比内支援学校
たかのす校

かがやきの丘祭りでの学校紹介動画放映 学校祭での学校紹介動画上映を通じた障害
者理解の促進・啓発 秋田県立聴覚支援学校

その他採択事業一覧（順不同）

助成対象：県内の中学校、高等学校、特別支援学校
助成対象事業：
　①�生徒の自主的かつ先進的な地域振興や地域貢献

活動、SDGs に関する活動
　②�生徒が地域と協働で行う地域解決課題に向けた

地域学習や地域づくり活動
実施期間：４月から翌年２月末まで
助 成 額：１校につき最大５万円
　　　　　※対象校数は年度ごとに限りがあります。
そ の 他：実践発表会にて生徒が取組を発表

事業概要 ２月10日に初の実践発表会を開きました！
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フレイル予防事業を始めましたフレイル予防事業を始めました

ｅスポーツが健康寿命延伸の鍵に？ｅスポーツが健康寿命延伸の鍵に？

会　　場 人　数　等

秋田市あさひ町内会館
９名
住民主導で町内会を巻き込み回覧板で参
加者を募集し検証実施

仙北市桜美町サロン
９名
仙北市の第１層生活支援コーディネー
ターの協力のもと既存のサロンにて検証
を実施

県社会福祉会館 ９名
チラシや他事業にて募集し実施

　本事業は「住民のMCI（※1）の改善を図り、住
み慣れた場所で生活を続けられる社会環境の整
備」を目的とし、認知機能維持・向上に重点を置
いたフレイル予防について「推進の根拠と、成果
の見える取組であること」、「広く受け入れてもら
えるよう明るく楽しい取組であること」を重視し
て検討を進めています。今年度は、検討委員会
を開催し、県内３カ所でｅスポーツの効果検証
を行いました。

　認知症予防策として有効である食
事・運動・頭脳トレーニングのうち、
頭脳トレーニング、いわゆる〈脳トレ〉
は、読み書き、計算、パズル、コグ
ニサイズなどが行われることが多く
なっています。しかし、負担を感じ
る人もおり、「難しい」「続けられない」
など、かえって自信を喪失してしま
う可能性がありました。そこで、近
年「ｅスポーツ」が注目されています。

　認知症の前段階であるMCIと診断された人のうち、
1年で約5 ～ 15%の人が認知症に移行する一方で、1年
で約16 ～ 41% の人は健常な状態に回復することがわ
かっています。(＊)
　このことから、早期に、適切な予防策を講じること
で、健常な状態への回復や認知症への移行を遅らせる
ことが期待できます。

＊　�参考『あたまとからだを元気にするハンドブック』国立開発研
究法人国立長寿医療研究センター

※1　MCI＝�（Mild Cognitive Impairment：軽度認知障害)とは、認知症と完全
に診断される一歩手前の状態

秋田市あさひ町参加者仙北市桜美町参加者

取組概要

ｅスポーツ効果検証「楽しく！ｅスポーツで脳トレ」の概要

詳しくは本会HPへ

ｅスポーツを取り入れる理由認知機能維持・向上に重点を置く理由

地域福祉・生きがい振興部
生きがい・健康づくり担当

TEL（018）824-2777／FAX（018）864-2742

ｅスポーツ体験会
開催決定！

問い合わせ先

　本会では、高齢者の生きがい・健康づくりを推進するため、令和６年度から『フレイル
予防事業』を開始しました。その概要を紹介します。
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福祉分野の求人求職情報を掲載し
ています。ぜひご活用ください！
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ー
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ン
し
ま
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た

サイトOPEN
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〈SJ24-10057より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和７年度
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〈SJ24-10057より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和７年度
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◦ 株式会社アートシステム	
◦ アールワイ保険サービス株式会社	
◦ 秋田いすゞ自動車株式会社	
◦ 秋田印刷製本株式会社	
◦ 秋田キャッスルホテル	
◦ 秋田協同印刷株式会社	
◦ 株式会社秋田銀行	
◦ 秋田県火災共済協同組合	
◦ 秋田県軽自動車協会	
◦ 秋田県信用保証協会	
◦ 秋田県自動車販売店協会	
◦ 秋田県ヤクルト連合会	
◦ 株式会社秋田魁新報社	
◦ 株式会社秋田スズキ	
◦ 秋田ステーションビル株式会社	
◦ 秋田電気通信株式会社	
◦ 秋田電通協会	
◦ 秋田日産自動車株式会社	
◦ 株式会社アキタネット	
◦ 有限会社秋田ランチサービス	
◦ アフラック生命保険株式会社	
◦ 有限会社池田看板	
◦ 株式会社イチネン	
◦ 羽後日産モーター株式会社	
◦ ANA クラウンプラザホテル秋田	
◦ 株式会社桜竹	
◦ 株式会社男鹿水族館	
◦ ＣＡＲＰ	
◦ 有限会社金圓	
◦ 株式会社かんきょう	

◦ 近畿日本ツーリスト株式会社 秋田支店	
◦ 互大設備工業株式会社	
◦ 株式会社サノ・ホールディングス	
◦ サントリービバレッジソリューション	
　 株式会社　秋田支店	
◦ 株式会社三戸印刷所	
◦ 株式会社ジェー・シー・アイ秋田支店	
◦ 株式会社東海林印刷	
◦ 新日本法規出版株式会社仙台支社	
◦ 一般社団法人生命保険協会秋田県協会	
◦ 太平興業株式会社秋田支店	
◦ 太平ビルサービス株式会社秋田支店	
◦ 中央法規出版株式会社仙台営業所	
◦ 株式会社塚田美術印刷	
◦ 東洋羽毛北部販売株式会社	
◦ 株式会社とみや秋田営業所	
◦ 株式会社那波伊四郎商店	
◦ 株式会社日産サティオ秋田	
◦ 日産プリンス秋田販売株式会社	
◦ 富国生命保険相互会社秋田支社	
◦ 富士フイルム BI 秋田株式会社	
◦ 株式会社フロム・エー	
◦ 株式会社北都銀行	
◦ 株式会社幕の内	
◦ 株式会社マルシン	
◦ 名鉄観光サービス株式会社秋田支店	
◦ 株式会社モトーレン秋田	
◦ リコージャパン株式会社秋田支社	
◦ 株式会社諒和	
◦ ロイヤルモーター株式会社	

令和７年３月１日現在（50 音順・敬称略）

地域福祉を推進するための様々な事業を展開するために、今年度も多くの
賛助会員の皆様にご協力いただきました。この場をお借りして

お礼申し上げますとともに、今後も一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

賛助会員の皆様をご紹介します

あたたかいご支援
ありがとうございます
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